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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和2年8月27日(2020.8.27)

【公開番号】特開2019-15793(P2019-15793A)
【公開日】平成31年1月31日(2019.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2019-004
【出願番号】特願2017-131390(P2017-131390)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  17/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/08     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   17/18     　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ９３９　
   Ｈ０４Ｎ    5/232    ０３０　

【手続補正書】
【提出日】令和2年6月29日(2020.6.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学装置の光学特性を変更するために可動の光学素子を操作する操作装置であって、
　操作部材と、
　前記操作部材の操作量を検出する検出部と、
　前記操作量に基づいて、前記光学素子の操作指令値を生成する制御部と、
　前記光学素子の操作目標値を記憶する記憶部と、を有し、
　前記制御部は、
　前記操作指令値がとりうる値の範囲に対応する第１領域における前記操作指令値および
前記操作目標値を表示部に表示させ、
　前記範囲のうちの特定の部分に前記操作目標値と前記操作指令値とが収まっている場合
に、前記特定の部分に対応する前記第１領域の部分を拡大してなる第２領域における前記
操作指令値および前記操作目標値を前記表示部に表示させることを特徴とする操作装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記場合に、前記第１領域と前記第２領域とを同時に表示させているこ
とを特徴とする請求項１に記載の操作装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記第２領域に対応する前記第１領域の部分を当該部分でない前記第１
領域の部分とは異なる表示態様で前記表示部に表示させることを特徴とする請求項２に記
載の操作装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記操作指令値に基づいて、前記第２領域に対応する前記第１領域の部
分を切替えることを特徴とする請求項１に記載の操作装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記操作目標値と前記操作指令値との差が予め定められた範囲内に収ま
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っている場合に、前記第２領域を前記表示部に表示させることを特徴とする請求項１に記
載の操作装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記操作量の変化量に対する前記操作指令値の変化量の比率を、前記特
定の部分とは異なる部分と前記特定の部分との間で異ならせることを特徴とする請求項１
に記載の操作装置。
【請求項７】
　前記特定の部分における前記比率は、前記特定の部分とは異なる部分における前記比率
より小さいことを特徴とする請求項６に記載の操作装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記第２領域の中心において前記操作指令値を前記表示部に表示させる
ことを特徴とする請求項１に記載の操作装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記第２領域の中心において前記操作目標値を前記表示部に表示させる
ことを特徴とする請求項１に記載の操作装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記予め定められた範囲より小さい許容範囲内に前記差が収まっている
場合に、当該場合を示す表示を前記表示部に行わせることを特徴とする請求項５に記載の
操作装置。
【請求項１１】
　前記予め定められた範囲を設定する設定部を有することを特徴とする請求項５に記載の
操作装置。
【請求項１２】
　前記許容範囲を設定する設定部を有することを特徴とする請求項１０に記載の操作装置
。
【請求項１３】
　前記光学素子としての、前記光学装置の被写体距離を変更するための光学素子を操作す
ることを特徴とする請求項１に記載の操作装置。
【請求項１４】
　前記表示部を有することを特徴とする請求項１ないし１３のうちいずれか１項に記載の
操作装置。
【請求項１５】
　光学装置の光学特性を変更するために可動の光学素子を操作する操作装置であって、
　操作部材と、
　前記操作部材の操作量を検出する検出部と、
　前記操作量に基づいて、前記光学素子の操作指令値を生成する制御部と、
　前記光学素子の操作目標値を記憶する記憶部と、を有し、
　前記制御部は、前記操作目標値と前記操作指令値との差が予め定められた範囲内に収ま
っている場合に、そうでない場合とは前記操作量の変化量に対する前記操作指令値の変化
量の比率が異なるように、前記操作指令値を生成することを特徴とする操作装置。
【請求項１６】
　前記制御部は、前記操作目標値が前記記憶部に複数記憶されている場合には、前記差と
して、前記操作指令値に最も近い前記操作目標値と前記操作指令値との差を用いることを
特徴とする請求項１５に記載の操作装置。
【請求項１７】
　前記制御部は、前記比率および前記予め定められた範囲のうち少なくとも一方の決定を
、前記光学特性に関係する前記光学装置の状態に関する情報に基づいて行うことを特徴と
する請求項１５に記載の操作装置。
【請求項１８】
　前記制御部は、前記光学特性を被写体距離とし、前記状態を被写界深度として、前記決
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定を行うことを特徴とする請求項１７に記載の操作装置。
【請求項１９】
　前記制御部は、前記予め定められた範囲内において、当該範囲より内側の予め定められ
た範囲内に収まっている場合に、そうでない場合とは前記比率が異なるように、前記操作
指令値を生成することを特徴とする請求項１５に記載の操作装置。
【請求項２０】
　前記予め定められた範囲を設定する設定部を有することを特徴とする請求項１５に記載
の操作装置。
【請求項２１】
　前記比率を設定する設定部を有することを特徴とする請求項１５に記載の操作装置。
【請求項２２】
　前記制御部は、前記操作目標値、前記操作指令値、前記予め定められた範囲、および前
記比率のうちの少なくとも１つに関する情報を表示部に表示させることを特徴とする請求
項１５に記載の操作装置。
【請求項２３】
　前記表示部を有することを特徴とする請求項２２に記載の操作装置。
【請求項２４】
　請求項１ないし請求項２３のうちいずれか１項に記載の操作装置と、
　前記操作装置により操作される可動の光学素子と、
を含むことを特徴とする光学装置。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の光学装置と、
　前記光学装置からの光を受ける撮像素子と、
を含むことを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の一つの側面は、光学装置の光学特性を変更するために可動の光学素子を操作す
る操作装置であって、
　操作部材と、
　前記操作部材の操作量を検出する検出部と、
　前記操作量に基づいて、前記光学素子の操作指令値を生成する制御部と、
　前記光学素子の操作目標値を記憶する記憶部と、を有し、
　前記制御部は、
　前記操作指令値がとりうる値の範囲に対応する第１領域における前記操作指令値および
前記操作目標値を表示部に表示させ、
　前記範囲のうちの特定の部分に前記操作目標値と前記操作指令値とが収まっている場合
に、前記特定の部分に対応する前記第１領域の部分を拡大してなる第２領域における前記
操作指令値および前記操作目標値を前記表示部に表示させることを特徴とする操作装置で
ある。
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